
地域社会との

共存をめざして

動
物
は
正
し
い
し
つ
け
と

マ
ナ
ー
で
飼
い
ま
し
ょ
う

最
近
、
犬
や
猫
な
ど
動
物
を
め
ぐ
る
近
所
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル

が
増
え
て
い
ま
す
。
動
物
を
家
族
の
一
員
と
し
て
か
わ
い
が
る

の
は
い
い
の
で
す
が
、
飼
い
方
を
誤
る
と
周
り
の
人
に
迷
惑
を

掛
け
た
り
、
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

飼
い
主
は
、
動
物
の
習
性
や
生
態
を
よ
く
理
解
し
、
十
分
な

愛
情
を
持
っ
て
正
し
く
し
つ
け
を
し
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い

ま
し
よ
う
。

亘
環
境
管
理
課

動物は愛 情をもって飼い ましょう

町

内
で

困

っ
て

い
る
こ
と

の

一
つ

に

、
犬

や
猫
な

ど

ペ
ッ
ト
と

し
て

飼

わ

れ
て

い
る
動

物

の
問
題

を
挙

げ
る

町
会

が
増
え

て

い
ま
す

。

例
え

ば
、
犬

の

フ
ン
。
歩

道

や
公

園

に
放
置

さ

れ
て

い
る
犬

や
猫

の
フ

ン

は

、

人
に

不

快

感

を
与

え

ま

す
。

家

族
の

一
員
で

あ

る
愛
犬

や
、

か
わ

い

い

猫

を

散

歩

に

連

れ

て

い

く

の

は

、
飼

い
主

の
動
物

に
対

す

る
愛

情

や
責
任

の
表

れ
で
す

が

、
散

歩
中

に

フ
ン
を
し

た
と

き
、

飼

い
主

が
フ
ン

の
始
末

を
す

る
こ
と

は
地

域

の
人

々

に

対
す

る
責
任

で
あ

り

、
飼

い
主
の

マ
ナ

ー
で

す

。

犬

舎
の
回
り

は
常
に
清

潔
に
し
て

、

悪

臭
や
虫

の
発
生

を
防
ぎ
ま
し

ょ
う

。

ま

た
、
動

物

の
鳴

き
声
等

で
隣
人

に

迷

惑
を
掛

け

な

い
よ

う

に
、
日

ご
ろ

か

ら
し

つ
け
て

お
く

こ
と

も
大
切

な

飼

い
主

の

マ
ナ

ー
で

す
。

飼

い
主

は

、
終
生

変

わ
ら

ぬ
愛

情

で

動
物

を
育
て

る

の
は

も
ち
ろ

ん
の

こ

と
、
動

物

が
他
人

に
危

害
を
及

ぼ

し

た
り

、
周
囲

の
環

境

を
損

な
う

こ

と

の
な

い
よ

う

に

十

分
注

意

し

て

、

地

域
社
会

と

の
共
存

を
図

っ
て

い
き

た

い
も

の
で
す

。

飼
い
犬
の
し
つ
け
教
室
参
加

者
を
募
集

1
1
月
2
1
日
(
木
)
午
後
１
時
か
ら
　
会

場

東
葛
飾

合
同

庁
舎

六
階
第

三
会

議

室
　

内
容

獣
医

師
や
犬

の
訓

練
士

に

よ
る
講
話
や
相
談
な
ど
定
員
先
着

二

十
人

※
犬

は
連
れ
て
来

な
い
で

く
だ
さ

い
。

兩

電
話

で
松
戸

保
健

所
食
品

衛

生
課

昔
6
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2
1
2
1

番

へ

1
1月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間
」
で
す

動
物
に
よ
る
危

害
や
被
害
の
発

生
を
防
止
す

る
た
め
、
特
に
次

の

こ

と
を
守
っ
て
、
正
し
く
飼
い
ま

し
ょ
う
。

○

犬
の
放
し
飼

い
な
ど
不
適
正

な

飼
い
方
に
よ
る
事
故

が
発
生
し

て
い
ま
す
。
犬
は
必
ず
っ
な
い

で
飼
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、

犬

の
散
歩
や
運
動
を
さ
せ
る
と

き
は
、
必
ず
引
き
綱
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

○

最
近
、
公

園
で
大
を
放
す
人

が

増
え
、
ほ
か
の
公

園
利
用
者
が

迷
惑
し
て
い
ま
す
。
公
園
は
安

全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
場
所

で
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
公

園
で
犬
を
放
す
の
は
や
め
ま
し

○

子
供
を
殖
や
す
つ
も
り

が
な
い

飼
い
犬
（
猫
）
は
、
必
ず
不
妊

犬
や
猫
の
電
話
相
談
に
応
じ

ま
す

次
の
よ
う
な
人
に
専
門
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

①
犬
や
猫
な
ど
動
物
飼
育
に
つ
い
て

困
っ
て

い
る
人

②
犬
や
猫
の
出
産
、
ま
た
飼
い
主
の

病
気
な
ど
で
飼
育
で
き
ず
里
親
を

探
し
て

い
る
人

③
不
妊
手
術
に
つ
い
て
知
り
た

い
人

こ

の
よ
う
な
人
は
、
協
会
ま
で
気

軽
に
お
電
話
ぐ
だ
さ
い
。

○
相
談
日
時
毎
週
月
・
木
曜
日
、
午

前
1
0時
～
午
後
３
時

臘
(
財
)
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

（
千
葉
市
中
央
区
亥
鼻
二
の
五
の
三

手

術
を
受

け
ま
し

ょ
う
。

○

一
度

飼

っ
た
犬

や

猫

は
、

最

後

ま
で
飼
う
の
が
飼
い
主
の
責
任
で

す
。

も
し

、

飼
え

な
く

な

っ

た

場

合

は
飼

っ
て

く

れ

る
人

を

探

し

ま
し

ょ
う

。

捨

て

犬

（
猫

）

は
絶
対

に
や
め
て

く
だ

さ

い
。

○

犬

の
登

録
制

度

が

改
正

さ
れ

、

生

涯

一
回

の

登
録

と

な
り

ま

し

た

。

ま
だ

登

録
し

て

い
な

い
犬

は

、

必

ず

登

録

し

て

下

さ

い

。

な

お

、
狂

犬

病
予

防

注
射

は

従

来

通

り
毎

年

一
回

必

ず
受

け

て

く
だ

さ

い
。

○
千
葉
県
条
例
で
「
危
険
な
動
物
」

に
指
定

さ
れ

て

い
る
サ

ル

や

ヘ

ビ
な

ど
を

飼

う
場

合

は
、

知

事

の
許
可

が
必
要
で

す
。

扁
松
戸
保
健
所
食
品
衛
生
課
登
6
1
・

2
1
2
1

番

犬
を
育
て
て
み
た
い
人
、
譲

り
た
い
人
は

(
1
)
譲
渡
会

県

が
引

き
取

っ
た
子
犬

を

譲
り

ま

す

。

②
里
親

探
し

の
会

育

て
て
み

た

い
人
と

譲
り

た

い
人

の
出

会
い
の
場

を
つ
く
昨
素
子

。
た

だ

し
、
対

象

は
原
則

と
し
て

子
犬

と
な

り
ま
す

。

※
詳

し
く

は
電
話

で
お

問

い
合
わ
せ

く
だ

さ

い
。

麺
松

戸
保

健
所

食
品

衛
生
課

昔
6
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2
1
2
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MATSUDO ONE DAY TRIP
～外国人のための市内見学会を開催します～

人口と世帯

外国人のための市内見学ツアーを開催し ます。お近くの夕卜国

人にお知らせください。

11月22日(金)午前９時～午後５時

対象市内または近隣に在住・在勤・在学する外国人

コース戸定歴史館～和名ケ谷クリーンセンター～消防局～市立

博物館～本土寺

定員先着25 人　 費用無料( 昼食を希望する人は実費匚

圃電話で拊松戸市国際交流協会( 市 役所新館５階) へ

消
防
職
員
の
説
明
を
熱
心
に
聞
く

参
加
者
の
皆
さ
ん

人口　460,873人［+214］

男　233,989.人 ［+ 113］

女　226,884.人 ［+ 101］

世帯　173,321世帯［ ＋59］

主な内容

We  will hold a study tour of Matsudo. Please  joinしJｓ!! We await your application.

DATE&TIME November  22th Fri. 9:00a.m.～5:00p.m.

COURSE Tojo Historical Museum～Wanagaya Clean Center～Fire Station～Matsudo Museum～Hondoji Temple

CAPACITY 25 people Please call us.

For application､ＭＲ↑sudo International Exchange Association  0473-66-1111 Ext.680

目で見る松戸り)女性たちのくらし

秋 の火災予防 運動

自 転車 駐 車場 が一 部 有 料 に

粗 大 ご み の収 集 制 度 が改 正

情報チャンネル　　　　 ⑥

0
4
3
・
2
2
1
・
2
3
6
4
番

［
］
は
前
月
比

１０月 １日現 在



女
性
セ
ン
タ
ー
改
修
１
周
年
記
念
企
画
展

私たちが今住 んでいる 松 戸は 、どのよう な まち

だ ったのでし ょうか 。そ して、こ の 松戸で 女 徃た

ち はどのよう に暮らし てきた のでし ょう か。こ の

企画 展では 思い出(7巧;真や、生jl の 道具が まだ身

近 に残ってい る明治、 大正、 昭和30 年代ころ まで

の､｡近代における松戸の女性たちのくらしを見つ

めて みました 。｢く らす｣｢ あ そぶ｣｢ まな ぶ｣｢ はた

らく｣ の 各コ ーナ ーで は、市民 の皆さん からご協

力いただいた資料１５０点を展示しています。

明
治
の
こ

ろ
、
結
婚
式
の

時
お
供
が
か
つ
い
で
き
た

挾
（
は
さ
み
）箱

『
目
で
み
る
松
戸
の
女
性
た
ち
の
く
ら
し
』

農

家

で

使

わ

れ

て

い

た

Ｉ
斗

桝
(
と
ま
す
）
・
一
升
桝
・
箕
（
み
）
。

農

業

は

家

族

総

出

の

仕

事

で

し

た

昭和11 年ころのひな人形

立ち上がろう！ポイ捨てごみゼロ作戦

「ポイ捨てウォッチング」

市
と
「
松
戸
市
あ
き
缶
な
ど
の
散

乱

防
止
対

策
市

民
会

議
」（
メ
イ

ク
松

戸

ビ
ュ

ー
テ
ィ

フ
ル

）
で
は

、
「
ポ
イ

捨

て

ご
み

ゼ
ロ
作
戦

」
と

し
て

、
空

き
缶

な
ど

の
散

乱

ご
み

の
実
態

を
知

る
た
め

に

「
ポ
イ
捨

て

ウ
ォ

ッ
チ

ン

グ
」
を

実
施
し

ま
す

。

自
分

の
日

で
そ

の
実
態

を

ウ
ォ

ッ

チ

ン

グ
し
、

デ
ー
タ
を
市

に
提
出

し

て

い
た

だ

い
て
、

ポ
イ
捨

て

ご
み

を

な
く
す

た
め

の
施
策

づ
く

り

に
参
加

し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

楽
し

く
参

加
で

き
る
よ

う

に
イ

ベ

ン
ト
な

ど
も
用

意
し
て
い
ま
す

の
で

、

ご
家
族

や
お

知

び
合

い
の
方
と

一
緒

に
、

ご
参
加

く
だ

さ

い
。

1
1
月
1
0
日
(
日
)
〔
雨
天
の
場
合
は
翌

11月24日(日)

会場…女性センターゆうまつど

時間…午前10時～午後5時

費用…入場無料

漑女性センターc64-8778 番

週

に
延
期

〕
午
前

９
時
3
0
分
松

戸

駅

西
ロ

デ
ッ
キ

集
合

、午
後

１
時
江

尸
川

河
川

敷
解

散
　

場

所
松

戸
駅

か
ら
江

戸
川

に
向

け
て

の
地
域
　

対
象

中
学

生
以

上
（
小

学
生
以
下
の
人
は
保
護

者

同
伴

可
）

内
容

空
き
缶

な

ど
の
散

乱

ご
み

を
種

類

ご
と
に
数

え

る
　

イ
ベ

ン
ト

（
樋
野
口

排

水
機
場

わ

き
河
川

敷

で
）

ウ
ル
ト

ラ
ク
イ

ズ

・
と

ん
汁

サ

ー
ビ

ス
ほ
か

（
ポ
イ

捨
て

ウ
ォ

ッ

チ

ン

グ
参
加

者

に
は
参

加
賞

・
各

賞

あ
り
）
　
費
用
無
料

圃
Ｈ
月
８
日
(
金
)
ま
で
に
、
電
話
で
清

掃

管

理

課

企

画

調

整

係

へ

※
二

人

一
組
で

申
し
込

ん
で

く
だ

さ

い（
家

族
は
三
人
以

上
で
も
一
組

で

参
加

で
き
ま

す
）
。

｢松戸市あき缶などの散乱防

止対策市民会議｣のメンバーは、

自らも積極的にポイ捨てごみを

減らす行動をしようと、去る!0

月５日・６日開催された松戸

祭りで ポイ捨てごみを減らすた

めのキャンペーンとして、散乱

ごみの写真パネル展示やポイ捨

てに関するアンケート・空き缶

回収などを実施しました。

キャンペ ーンの準備をする メンバ

松

戸

市

成

人

式

平

成
９

年
１
月
1
5
日
（
成
人

の
日

）

会
場
森

の

ホ
ー
ル
2
1
　
対

象
昭
和
5
1

年
４

月
２
日

～
5
2
年
４

月
１
日

生
ま

れ
の
市
民
午
前
の
部
＝
一
中
・
二

中

・
三
中

・
五
中

・
六

申
・
古
ヶ

崎

中

・
新

松
戸

南
中

・
新
松
戸

北
中

・

和

名
ケ
谷

中
・
旭
町

中

の
学
区

の
人

午
後
の
部
＝
四
中
・
小
金
中
・
常
盤

平
中
・
栗
ケ
沢
中
・
六
実
中
・
小
金

南

中

・
牧

野
原
中

・
根

木
内

中

・
河

原
塚
申
・
金
ケ
作
中
・
小
金
北
中
の

学
区

の
人

※
対
象

者
に
は
1
2
月
中

旬
に
通
知

書

を
発

送
し
ま

す
。

岡
社

会
教

育
課

登
6
6・
7
4
6
2

番

市

街

化

区

域

お

よ

び

市

街

化

調

整

区

域

の
変

更

素

案

の

縦

覧

と

、

公

聴

会

を

開

催

流
山
市

木
地
区

の
常
磐
新

線
整

備

に

伴

い
、
合
理

的
な

上
地
利

用
を
図

る
た
め

本
市

の
小
金
出

作
地
区

を
巾

街

化
区

域
へ
編

入
す

る
素
案

が
ま
と

ま

り
ま

し
た

の
で
、
縦

覧
と
公

聴
会

を

次

の
通
り
行

い
ま

す
。

【
素

案
の
縦

覧
一

1
1
月
６
日
(
水
)
～
１
１
一
月
1
9
日
(
火
)
の
午

前

８
時
3
0
分
～

午
後
５

時

（
土

・
日

曜

日
を

除
ぐ
）
　

会
場

市
都
市

部
都

市

計
画
課

・
県

都
市

部
計
画

課

【
公
聴

会
】

1
2
月
1
5
日
(
日
)
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
青
少
年
会
館
　
公
述
人
の
資
格
市

内

に
住
所

の

あ
る
人
（
法

人

を
含
む

）

公

述
の
申

出
方
法

公

述
を
希

望
す

る

人
は
、
1
1
月
６
日
(
水
)
～
1
9
(
火
)
の
間

に

市
都
市

計
画

課
に

電
話
で

お
問

い

合

わ
せ

の
う
え

、
公

述
申
出

書
を

直

接
ま
た
は
郵
送
[
1
1
月
1
9
日
(
火
)
消
印

有

効
〕で
、

干
2
7
1
松
戸
市

根

本
三
八
七

の
五
松

戸
市

役
所
都

巾
計
画

課

へ

※
公

述

希
望
者

多
数

の
場

合
は
、
公

述
申

出
書

提
出
者

の
中

か
ら
選

定

し
通

知
し
ま

す
。

傍
聴

公

聴

会

当
日

直

接

会

場

へ

（
先

着

順
）
。
申
出

人

が
い
な

い
場
合

は
中
止

と
な
り

ま
す

。

賤

市
都
市

計
画

課
ま

た
は
県

都
市

部

計
画
課
昔
0
4
3
・
2
2
3
・
3
1
6
1
番

再

生

自

転

車

を

即

売

1
1
月
1
0
日
(
日
)
～
1
2
日
(
火
)
、
午
前
８

時
3
0
分

～

午

後

３

時

会

場

生

き

が

い

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

販

売
台

数

四

十

台

（
売

り

切

れ

次

第

終

了

）
　

価

格

五

千

円

～

．
万

一
千

円
　

交

通

五

香

駅

束

口

か

ら

新

京

成

バ

ス
「

小

新

山

」

行

き

ま

た

は

「
柏

陵

高

校

」
行

き

で

、

新

栄

町

入

口

下

車

圃

册

松

戸

市

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

昔
8
4
・
3
1
9
1

番

松
戸
市

立
病

院
か
ら
の

お
知
ら
せ

!
2
月
１
日
よ
り
、
他
の
医
療
機
関

か
ら
の
紹
介
状
な
し
で
、
初
め
て
受

診
す
る
場
合
に
は
、
従
来
の
初
診
料

に
加
え
、
千
円
の
特
別
料
金
（
初
診

加
算
料
）
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

舞
松

戸
市

立
病
院
医
事
課
 
6
3・
2

1
7
1
内
線
1
1
0
1

番

教

育
委

員

会

会

議

を
開

催

!
1
月
1
4
日
(
木
)
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
教
育
委
員
会
五
階
会
議
室
　
議
案

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

教
育
委
員
会
企
画
調
整
室
 
6
6
・

7
4
5
5
香

年
末

調

整
説

明

会

日　時　｜　会場

※資料は午後１時から各会場でお配りし

ます。

※自動車での来場はご遠慮ください。

岡
松
戸
税
務
署
法
人
課
税
第
二
部
門

公
6
3・
1
1
7
1

番

お寺の本堂で、結婚までお針を学

びました。お針ともだちは生涯の

友となり まし た（昭和20 年代）

おしろい や日本　

髪用のつげ のくし が入っ

ている化粧箱( 大正初期)

11/26(火)

27(

水)-

28(

木)

午
後
１

時
3
0分
～
４

時

鎌ヶ谷市総合福
祉保健センター

流山市文化会館

松戸市民会館

広報 1996年(平成８年)11月５日

懐かしい品々がいっぱい

開
催
中

参加者募集



11月９日～11月15日

秋の火災予防運動

あなたの家の近くの市民センターで

｢衣・食・住｣に関する講座を開催しま

す。

一つでも、二つでも、全部でも、希

望の講座に奮ってご参加ください。

来年１月に常盤平･ 六実地区、２月
｜

に本庁･矢切地区でも開催を予定して

います。

定員各先着30人　費用無料

用11月!4日(木)までに、電話で消費生活

11月９日は119番の日

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
1
1
月
９
日

出
か
ら
1
1
月
1
5
日
(
金
)
ま
で
の
一
週
間
、

全

国

。
斉
に

展
開

さ
れ
ま

す
。

こ

ん

な

こ

と

か

ら

火

事

が
！

○

朝

、
布
団

の

上
で
た

ば
こ

を
吸

い
、

火
種

が
落
ち
た
こ
と
を
知

ら

ず
、
そ

の
ま

ま
た
た
ん
で
数

時
間

後
出
火

。

○

大

ぷ
ら
を
揚

げ
て
い
る
と

き
、
電
話

や
お

客
様

の
応
対

な

ど
で
、
す
っ
か

り
忘
れ
て
出
火
。

○

電
気

の
コ
ー
ド

が
古

く
な
っ
た
り

、

コ

ー
ド
上

に
重

い
物
を

乗
せ

て

い

た
り

し
て

、
被
覆

部
分

が
露

出
し

電
気

が

シ
ョ

ー
ト

し
て

出
火

。

こ

の
機
会

に
家

庭
内
を

点
検

し
ま

し

ょ
う

。

正
し
く
使
お
う
命
の
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン

消
費
生
活

市
内
が
ら
一
般
の
加
入
電
話
や
公

衆
電

話

で
掛
け

た

一
一
九
番

は
、

す

べ
て

消

防
局
の
指

令

管
制

室

に
つ
な

が
り
、
指
令
管
制
員
が
通
報
内
容
を

聞

い
て

、
最

寄

り
の
消

防
署

の
消

防

車
・
救

急
車

に
指
令

を
出
し

ま

す
。

最

近

多

く
の
人

が
利

用
し
て

い
る

自
動

車
電

話

や
携
帯
電

話

か
ら

一
一

九
番

通
報

を
す

る
と

、
千

葉
市
消

防

劼
や
東
京
消
防
庁
に
つ
な
が
っ
て
松

戸
市

消

防
局

へ
転
送

さ
れ
ま

す

が
、

転

送
さ

れ
た
電

話
は

音

が
小

さ
く

聞

こ
え

な

か
っ
た

り
、
通

話
中

に
切

れ

て
し

ま
弓
場

合

が
あ
り

ま
す

。
ま
た

、

こ
こ

数
年

増
え

て
き

た
Ｐ
Ｈ

Ｓ
電

話

で
の
一
一
九
番
通
報
は
松
戸
市
消
防

局

へ
通
報

さ

れ
ま
す

が
、
移

動
し

た

り

、
場
所

に
よ

っ
て

は
電
波

が
届

か

出
張
セ
ミ
ナ
ー

期日  時間  会場  内容  

講師

防災訓練を見学しよう
日　　時　　　 会　　 場⑤ ①

ず
通
話

の
途
中

で
切

れ
て

し
ま
弓
場

合

が
あ

り
ま

す
。
で

き

る
だ
け
一
一
九

番

へ

の
通
報

は
、

。
般

の
加

入
電

話

や
公
衆

電
話

を
利
用

し
て
く
だ

さ
い
。

『
一
一
九
番
の
か
け
方
』

火
事
や
救
急
の
と
き
は
、
慌
て
ず

落
ち
着

い
て
正
し
く
通
報
し
ま
し

よ

１
火

事

か
救

急

か

２
場

所

＝
○

町
○
丁

目

○
番
地

３
氏
名
人
＝
○
○
○
○
で
す

４
火

事

＝
何
か
燃
え

て

る
か

救

急

＝
ど
う

い
っ
た

状
態

か

５
日

標

＝
○

ビ
ル
・
○
公

園

な
ど

６
電

話
番
号

は
○
Ｏ
Ｏ

で
す

亘
消
防
局
救
急
防
災
課
容
6
3・
1
1

1
1
内
線
2
1
6
番

11/10(日

)フェス夕『医療と福祉』

in 高 塚'96

ク
リ
ン
ク
ル
推
進
員
に

ご
協
力
を

ク
リ
ン
ク
ル
推
進
員
は
、
平
成
４

年

に
ご
み

の
城
址

化

・
再

資
源

化

を

推
進

す

る
た
め

に
誕
生

し
ま

し
た

。

現

在
は

一
年

間

の
任

期
で

、
左
表

の
通

―
市
内

十
一
。地
区

か

ら
、

ご
み

問
題

に
理

解

が
あ
り
、

ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
精

神
あ

ふ
れ

る
二
十

三
人

の
推
進

員

が
、
市

か
ら
委

嘱

さ
れ
て

い
ま

す
。

ク
リ
ン
ク
ル
推
進
員
は
、
地
域
の

ご
み

問
題

に
素
早

ぐ
対

応
で

き

る
よ

う

に
、
住
民

と
市

と

の
パ
イ

プ
役
と

な
り

、
地
域

の
リ

ー
ダ

ー
と
し

て

、

次

の
よ
う

な
活
動

を
し

て

い
ま

す

。

①

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
現
状

把

握
と

管

理
指
導

②

集
団

回
収

の
促

進

③
不
法
投
棄
の
防
止
策
の
検
討
と
市

へ
連

絡

、
通
報
①

ご
み
問
題

の
情

報

交
換

会
議

、
講

演
会
等

に
積

極
的

に

参
加

し
て

地
域

で

の
ご
み
減
量

等

の

啓
発

活
動

今
市
と
一

体
と

な
っ
て

ご

み

の
減
量
化

・
再

資
源

化

の
促
進
活

動
な

ど
と

幅
広

く
活
動

し
て
い
ま
す

。

皆

さ

ん
の

ご
理
解
と

ご
協
力

を

お

願

い
し
ま

す
。

亘

清

掃
管
理

課

ご
み
を

減
ら
す

係

町会(自治会)名 ｜ クリンクル推進員福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病
院
　
　

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ

が
開
院
三
周
年
の
記
念
祭
を
開
催
し
　

い
。

ま
す
。

時　間　　｜　　　　　　内　　　容　　　　　　　l会場

※健康塾･ 健康相談 一介護体験教室は 、事前の申し 込みが必要

です。

陲]電 話で福祉医療センタ ー東松戸病院総務課豐91－5500 番へ

新

年

の

あ

い

さ

つ

は

年

賀

名

刺

交

換

で

年

賀
名

刺

は
、名
簿
式

の
小
冊
子

に

申

込
者

の
職
業
（
ま
た

は
職

名
）
・
氏

名

・
住
所

・
電

話
番
号

を
印

刷
し

、

年

初
め
に
申
込
者

に
送

る
も
の
で
す

。

対
象
車
内
在
住
・
在
勤
者
　
菩
用

七
百
円

圃
ｗ
1
1
月
1
5
日
(
金
)
ま
で
に
、
申
込
書
に

費
用

を
添
え

て

、
直
接
秘

書
課

ま
た

は
各

支
所

へ

岡

秘
書

課

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
三
十
六
　
歯
ぎ
し
り
（
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
）
に
つ
い
て

ブ
ラ
キ

シ
ズ
ム

が
歯

に
と

っ
て

非
常

に
強

い
非
生

理
的

な
力
を

作

用
さ
せ

る
こ

と
は

、
前
回

お
話
し

し
ま

し
た

。
そ

の
た
め

に
、
口

腔

の
さ

ま
ざ
ま

な
ト

ラ
ブ
ル

を
引

き

起
こ

す
こ
と

が
分

か
っ
て

い
ま
す

。

ま

ず
歯
自

体

の
問
題
と

し
て

、

異
常

な
磨

耗

が
認

め
ら

れ
る
こ
と

が
あ

り
ま
す

。
歯

の
一
番

外
側

に

あ

る
エ
ナ

メ
ル
質

が
削
り
取

ら

れ

て
し

ま

い
、
冷
た

い
も

の
が
し
み

た
り

、
歯
と

歯
茎

の
境
目

付
近

の

結
晶

構
造

が
破
壊
し

て
、
（

ブ
ラ

シ
と

歯
磨

き
粉
に
よ

っ
て

楔
状

に

削
れ

た
よ
う

に
な
り

、
歯

磨
き

や

そ
の
他
の
刺
激
に
対
し
て
過
敏
に

反

応
し

た
り

す
る
こ

と

が
あ
り
ま

す
。
こ

の
よ

う
な

症
状

は
、
歯

茎

が
比
較

的
健

康
で

、
歯

が
し

っ
か

り
し
て

い
る
と
き

に
見
ら

れ
る

も

の
で

す
。
ま

た
、
こ

の
よ

う
な
異

常
な
力

に
よ

っ
て

、
歯

が
動

揺
し

た
り
移

動
し

て
し
ま

う
こ

と
も

あ

り
ま
す

。

次

に
、
甫

周
病

は
基
本

的
に
細

菌
に

よ
る
感

染
症
で

す

が
、
こ

れ

を
進
行
さ
せ
る
因
子
と
し
て
歯
に

掛
か

る
力

、
特
に
横

方
向

に
掛
か

る
力

が
大
き

く
関

わ
っ
て
い
ま
す

。

こ

の
よ

う
に

、
ど
こ

か
一
本

の
歯

を
失

う

と
、

そ
こ

か
ら
次

々
に
歯

を
失
っ
て
い
く
こ
と
も
多
い
も
の

で
す
。

ま
た
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
で
か
ぶ

せ
た
歯
や
差
し
歯
な
ど
が
度
々
壊

れ
た
り
す

る
場
合
も
、
実
は
ブ
ラ

キ
シ
ズ
ム
の
せ

い
で
あ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
特
に
差
し
歯
の
場
合

は
、
歯
根
が
破
折
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。
普

段
、
部
分
入
れ
歯
を
装
着
し
て
い

る
人
で
、
夜
の
問
に
残
っ
て

い
る

歯
に
過
大
な
力
が
掛
か
れ
ば
、
次

第
に
破
壊
が
進
み
、
総
入
れ
歯
へ

の
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム

が
原
因
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
ト
ラ

ブ
ル
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
れ

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
と

こ
ろ
そ
の
原
因
が
は
っ
き
り
し
な

い
こ
と
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
対
症
療
法
を
採
る
の
が
実
際
の

よ
う
で
す
。
一
様
に
こ
れ
と

い
っ

た
治
療
法
が
確
定
し
な
い
た
め
、

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て

情
報
を
集
め
、
対
処
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
医
師
と

患
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
て
も
大
切
で
す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
)

開院3周年
記念祭

11/20

(水)25

(月)28

(木)

午
　
前
　
1
0
　時
　
～
　
正
　
午

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

簡単! すぐできる！

衣服の整理と収納

今日から実践！

食品添加物・農薬

の落とし 方

これでバッチリ！

家電製品の選び方･

買い方･使い方

松戸友の会

松戸市

消費者の会

拊家電製品

協会

午前10 時

～正 午

午後１時～

２時30 分

午前9 時30分

～午後 ３時

午後０時10 分

～午後 ３時

記念講演

｢病院は誰のためにあるのか｣

講師日本医科大学医療管理学教授

岩崎　榮氏

●健康塾

｢切らずに治るポリープ ・ガンの話｣

講師東松戸病院内科部長

深潭　毅氏

(定員80 人)

●健康相談

●介護体験教室( 定員20 人)

老人 保健施設｢ 梨香苑｣ 作品展・バザー

各種チ ャリティ ーバザー・模擬店

福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病
院

陣ヶ前自治会

松戸新田第 ５

町会
一

北松戸町会

下矢切第二町会

高塚新田自治会

八ヶ崎町会

常 盤平双葉町
町会

牧の原東町会

常盤平団 地

自治会

小金上総町
自治会

小松園自 治会

新松戸三丁目
町会

初野 三代子

芦
田　直吉

宮野　義雄

染谷　孝一
島倉　信次

近藤　正一
安藤　光雄

風見　茂
飯田　員道

池田　五三
斉藤　義雄

長嶋　巳次男
船山　勇治

大井川　晴夫
望月　明

谷口　吉雄
豊田　克子

堀川　美智子
加納　治男

高橋　宏
小石　勝義

谷　敬次郎
古田　次郎

広報 1996年(平成８年)11月５日

ガ ス コ ンロ のノか惣 が 増 夕.て ぃ ま す

携
帯

電
話
で
の

1
1
9
番
は

ど
こ
に

つ
な
が

る
の



松
戸
市
自
転
車
駐
車
場
条
例
が
、
９
月
定
例
市
議
会
で
可

決
さ
れ
、
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
駅
周
辺
の
自
転
車
の
駐
車
秩
序
の
確
立
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

自

転
車

は
従

来
か
ら

、
人

間
性
豊

か

な
無
公

害

の
乗

り
物

と
し

て
市

民

に
親

し
ま

れ

、
地
域
社

会

を
つ
な
ぐ

有
効

な
存

在
で
し

た

が
、
現
在
で

は

、

駅
周

辺

の
不

法

駐
車

、
放
置

自
転

車

な
ど

の
社
会
問

題
を
引

き
起

こ
し

、

社
会

の
厄

介
者

扱

い
を

さ
れ
つ

つ
あ

り

ま
す

。
ま

た
、
こ

の
問

題
は
松
戸

市
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
で
も
大

き
な
社
会
問
題
と
し
て
論
議
の
的
と

な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
自
転
車
本
来
の
姿
は
、
今

の
時
代
に
も
マ
ッ
チ
し
た
乗
り
物
と

し
て
、
む
し
ろ
積
極
的
に
評
価
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
す
。
従
っ
て
、
自
転

車
を
取
り
巻
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問

題
は
、
制
度
上
の
整
備
と
拡
充
を
検

討
し
て
解
決
し
た
方
が
好
ま
し
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
自
転
車
駐
車
場
は
い
つ
で

も
だ
れ
も
が
利
用
で
き
、
特
に
制
約

が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の

乱
雑
さ
や
能
力
を
超
え
た
収
容
状
況

は
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
市
は
自
転
車
駐
車
場

の
整
備
・
拡
充
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
立
地
が
駅
周
辺
に
限
ら
れ
る
こ

と
も
あ
っ
て
新
た
な
公
共
用
地
や
鉄

道
川
地
等
の
確
保
が
で
き
ず
、
こ
れ

以
上
の
増
設
は
困
難
な
状
況
で
す
。

ま
た
市
は
、
放
置
自
転
車
に
関
す

る
条
例
を
制
定
し
て
駅
周
辺
に
放
置

禁
止
区
域
を
設
け
、
放
置
防
止
指
導

員
な
ど
を
配
置
し
、
さ
ら
に
違
反
車

に
つ
い
て
は
撤
去
す
る
な
ど
の
防
止

対
策
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
あ
ま
り

効
果
は
上
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い

て
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

自
転
車
駐
車
場
に
到
着
し
て
み
な
い

と
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
と
い
っ
た
不
安
定
さ
に
も
大
き
な

要
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て

き
た
結
果
、
新
し

い
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
な
り
、
本
年
９
月
の
定
例

市
議
会
で
「
松
戸
市
自
転
車
駐
車
場

条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
に
基
づ
き
、
平
成
９
年
４
月

１
日
か
ら
松
戸
駅
、
北
松
戸
駅
周
辺

の
自
転
車
駐
車
場
が
有
料
制
に
な
り

ま
す
。
そ
の
他
の
駅
周
辺
の
自
転
車

駐
車
場
に
つ
い
て
も
順
次
、
新
制
度

別表2　　 駐車場使用料　※消費税含む＿＿

１　定 期 使 用( 月額)

区　　　 分　　 屋 根あ リ　 屋 根な し

一　 般　　2,000 円　 ≒500 円

一一
原 動 機 付 自 転 車　3,000 円　2,500 円

２ 一時 使 用( １ 回)

自　 転　 車　　　　　　　　　100 円

原 動 機 付 自 転 車　　　　　　150 円

の
導
入

を
進

め
て

い
き
ま

す

。

な
お
、
松

戸
市

自
転
車

駐
車

場
条

例

の
主
な
内

容

は
、
下
記

の
と

お
り

で
す

。

ま

た
、
有
料

ぽ
転
車

駐
車
場

の
利

用
方

法
等

の
詳

細
に

つ
い
て

は
、

広

報
ま

つ
ど
1
2
月
2
0
号
（
臨

時
特

集
号
）

で

お
知
ら
せ

し
ま

す

。

亘

安
全

課
安

全
係

自
転
車
駐
車
場
改
修
工
事
が

周
辺

の

市
の
自
転
車
駐
車
場
の
有

料

制

の
導

入

に
伴

い
、
松

戸

駅

、

北
松

戸

駅
周

辺

の
自

転

車

駐

車
場

の
施

設

を

改
修

す

る
こ

と
に

な

り
ま

し

た

。
各

自

転

車
駐

車

場

の
位

置

は
、

案

内

図

の
と

お

り
で

す

。

工

事

は

、
平

成
８

年
1
1
1
1

月

か
ら
順
次

、
開
始
し
て
い
き

ま
す
。

こ
れ
ら
の
工

事
は
、
自
転

車
等
を
適
正
に
管
理
を
す
る

た
め
に
、
ま
た
利
川
者

が
使

い
や
す
く
す
る
た
め
に
行
う

も
の
で
、
主
な
内
容
は
管
理

棟
の
設
置

’
設
備
工
事
・
施

設
を
き
れ
い
に
明

る
く
す
る
た
め
の

工
事
で
す
。

工
事
期
間
中
、

な
る
べ
く
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
ご
迷

惑
を
掛
け
な
い
よ

う
に
す

る
た
め
駐

車
場
施
設
を
段
階

的
に
工
事
し
ま
す

が
、
利
用
で
き
る

箇
所
が
縮
小
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願

い
い
た

し
ま
す
。

始
ま
り
ま
す

松
戸
市
自
転
車
駐
車
場
条
例
の

主
な
内
容

条
例
第
二
条
（
設
置
）
関
係

①
駅
周

辺

の
ぽ
転
車

の
駐

車
秩

序
の
確
立
を
図
る
と
と
も

に
、

自

転
車

の
利
用
者

の
利

便

の

増
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
駐

車

場
を
設

置
。

②

駐
車
場
の
名
称
及

び
位
置

は
、

別

表
Ｉ

の
と
お

り
で

す
。

し
条

例
第

三
条

（
駐

車
場

に
駐
車

す

る
こ

と

が
で

き
る

自

転
車

）

関

係

①
道

路
交

通
法

（
昭
和
3
5
年
法

律
第

一
〇
五
号

）
第

二
条

第

一
項

第
十
一
号

の
二

に
規
定

す

る
自

転
車

で

、
防
犯
登

録

を
受

け
て

い
る
も

の
。

②
道

路
交

通
法

第
二
条

第

一
項

第
十

号
に
規

定
す

る
原
動

機

付
自

転
車

（
総
排

気
量
五

〇

C
C
以
下
）
。

○
条
例

第
四

条
（
駐

車
場

の
使

用

区
分

）
関

係

駐

車
場

の
使

用

を
定
期

使
用

と
一
時
使
用
に
区
分
。

○
条

例
第

五
条

（
駐

車
場

を
使
用

す

る
こ

と
が
で

き

る
者
）
関
係

駐

専

場
を
定
期

使
用

す
る
こ

と

が
で

き
る
も

の
は
、

次
の
者

と

す
る

。
た
だ
し

、

一
時
使
用

は

除
ぐ

。

①

目
宅
と

当
該

駅
と

の
往
復

に

自
転

車
を

利
用

す

る
者
で

、

自
宅

が
当
該

駅
か

ら
概
ね

八

百

メ
ー
ト

ル
を
超
え

る
距

離

に

あ
る
も

の
。

②

当
該

駅
と
勤

務
場
所

、
学

校

等
と

の
往

復
に
自

転
車

を
利

用

す
る
も

の
で
、
勤
務

場
所

、

学

校
等

が
当
該
駅

か
ら

概
ね

八

白

メ
ー
ト
ル

を
超
え

る
距

離

に
あ

る
も

の
。

○
条
例
第
六
条
（
使
用
許
可
）
関

係①

定
期
使
用

し

よ
う
と

す

る
者

は
申
請
書
を
提
出
し
、
市
長

の
許
可

を
受

け
な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。
一

時
使
用

は

、
使

用
料

を
納
付

す
る
こ

と

に
よ

り
使
用

す

る
こ
と

が
で

き
る
。

②

訐
可

の
有
効

期
間

は
、
許
可

を
受

け
た
日

の
属

す

る
月

の

翌
月

の
初
日

か
ら

当
該
年

度

の
末
日
（
３
月
3
1
日
）
ま
で

。

○
条

例

第

七

条

（

使
用

料

）

関

係
駐
車

場

の
使

用
者

は

、
別
表

２

に
定

め

る
使
用

料
を

納
付
し

な
け

れ

ば
な
ら

な
い
。

○
条

例

第

八
条

（
使

用

料

の

減

免

）
関

係

市
長

は

、
必
要

が
あ

る
と
認

め

る
と

き
は
、

使
用
料

を
減

額

し

、
又

は
免
除

す
る
こ

と

が
で

き

る
。

○

条

例

第

九

条

（
使

用

料

の

還

付

）
関

係

既
納

の
使
用

料
は

、
還
付

し

な

い
。

た
だ
し

、
市

長

が
必

要

と

認
め

る
と

き
は
、

そ

の
全
部

又

は

一
部
を
還

付
す

る
こ

と

が

で

き

る
。

○

条

例
第

十

一
条

（
管

理
委

託

）

関
係市

長

は
、

駐
車
場

の
設

置
目

的
を
効
果

的
に
達

成
す
る
た
め
、

そ

の
管

理

の
一

部
を
社
団

法

人

松
戸
市

シ
ル

バ
ー
人
材

セ
ン

タ

ー
又

は
財
団

法
人

松
戸
市

生

き

が
い
福
祉
事
業
団
に
委
託
す
る

こ

と

が
で

き

る
。

平 成 ９ 年

:4 月1日:から

松
戸
駅
・
北
松
戸
駅
周
辺
の

自
転
車
駐
車
場
が
有
料
制
に
な
り
ま
し
た

① 松 戸 駅 東 口 自 転 車 駐 車 場

② 松 戸 駅 東 口 高 架 下= 自 転 車 駐 車 場

③ 松 戸 駅 西= 口 公 園 下 自 転 車 駐 車 場

④ 松 戸 駅 西 口 高 架 下 自 転 車 駐 車 場

⑤ 北 松 戸 駅 東 口 第 １ 自 転 車 駐 車 場

⑥北松戸駅東口第２自転車駐車場

⑦ 北 松 戸 駅 西 口 自 転 車 駐 車 場

松 戸 市 松 戸1,243 の3

松 戸 市 根 本448 の7

松 戸 市 本 町22 の3

松 戸 市 根 本16 の10

松 戸 市 上 本 郷888 の6

松 戸 市 上 本 郷905 の8

松 戸 市 上 本 郷530 の1

有 料自 転 車 駐 車場

自転車駐車場 の周りには違法駐車の自転車がいっぱい
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1
1月

か
ら

松
戸
駅

北
松
戸
駅

１表別

案内図

北松戸駅周

辺

松戸駅周辺



粗大ごみの収集制度が変わります

粗

大
ご
み
は

、
家
庭
な

ど
か
ら

毎
日

出
さ

れ
る
日

常
の
ご

み
と

は
異
な

り
、
ご
み

を
出

す
人
の

個
別
的

な
理
由
に
よ

り

臨

時
的
に
出
さ

れ

る
も
の

で
す

。
従

っ
て
、
出

さ
れ

る
ご

み

の
量
や
回
数
も
、
出
す
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

収

集
運
搬

も
各
家

庭
を
訪

れ
て
行
っ

て
い
ま
す

。

こ

の
よ
う

な
特
性
を

持
つ

粗
大

ご
み
に
つ
い

て
は

、
受

益

者

に
負

担
し

て
い

た

だ

く
こ

と
が

望

ま

し
い

と

の

観
点

か

ら
、
平
成
９
年
４
月
１
日
の
電
話
受
付
分
よ
り
、
経
費
の
一

部
を
負
担
し
て
い

た
だ

く
こ

と
に

な
り
ま
し
た

。

粗
大

ご
み
の
処
理

に
は

多
額

の
費
用

が
掛
か
っ
て

い
ま
す

平
成
７
年
度
に
市
内
の
ご
み
を
処

理
す
る
た
め
に
要
し
た
費
用
の
総
額

は
、
約
ハ
十
三
億
二
千
八
百
八
十
七

万
円

。
市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と

一
万

八
千
六
十
九
円
、
一
世
帯
当
た

り
で
は
四
万

八
千
四
百
九
十
四
円
と

な
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
祖
大
ご
み
の
収
集
や

運
搬
・
処
理
に
要
し
た
費
用
は
、
一

億
二
千
二
百
四
十
万
円
で
し
た
。

ま
た
昨
年
度
、
粗
大
ご
み
の
収
集

を
申
し
込
ん
だ
世
帯
は
二
万
五
千
三

百
五
卜
四
世
帯
で
、
全
世
帯
中
約
一

五
％
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

費
用
面
か
ら
見
た
場
合
、
粗
大
ご

み
収
集
を
申
し
込
ま
れ
た
一
世
帯
当

た
り
の
処
理
経
費
は
四
千
八
白
二
十

八
円
、

。
個
当
た
り
二
千
百
四
十
五

円

の
費
用
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
粗
大
ご
み
は
、
日

常
的
に
出
さ
れ
る
家
庭
ご
み
等
と
は

違
っ
て
、
ご
み
を
出
す
人
は
限
ら
れ

て
い
る
の
に
処
理
に
要
す
る
一
件
当

た
り
の
費
用
は
大
き
い
と
い
う
特
性

を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
性
格
の
粗

大
ご
み
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
で
あ

る
粗
大
ご
み
を
出
す
人
に
も
処
理
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
方
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
９
月
定
例
市
議
会
で
「
松

戸
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理

に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
粗
大
ご
み
の
収
集
は
平
成
９
年

４
月
１
日
の
受
付
分
か
ら
有
料
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

粗
大
ご
み
収
集
制
度
の
変
更
内
容

①
対
象
品
目
の

範
囲

が
拡
大
さ

れ

ま
す

【
現
行

の
粗
大
ご
み
品

目
】
は

机
・
い
す
・
た
ん
す
等
の
木
製

家
具
類
、
ふ
す
ま
・
障
子
等
の
木

製
建
具
類
、
ソ
フ
ァ
ー
・
じ
ゅ
う

た
ん

・
マ

ッ
ト
レ

ス
等
で

概
ね
五

十
セ
ン
チ
角
以
上
の
も
の
。

【
粗

大

ご

み

の

追

加

品

目

】
は

現
行

の
粗

大

ご
み

品
目

に
次

の

十
六
の
指
足
品
目
が
追
加
に
な
り

ま
す

。

冷
蔵
庫
・
テ
レ
ビ
（
1
4
イ
ン
チ
以
上
）

・
エ
ア
コ

ン
室
内
外

機

・
電
子

レ

ン

ジ

ー
フ
ァ
ン

ヒ

ー
タ
ー

・
ス
テ

レ

オ
セ

ッ
ト

・
洗
濯
機

・
衣

類
乾

燥
機

の
家
電

製
品

、
ス
チ

ー
ル
製

本

棚
・
ス
チ

ー
ル
製
ロ
ッ
カ

ー
・
ス

チ
ー
ル
製
机
・
滑
り
台
・
ロ
ー
ブ
ラ
ン

コ

ー
ガ
ラ
ス
テ

ー

ブ
ル

・
浴

槽

の

金
属

製
品

、
ふ
と

ん
（
三

枚

一
点
）

②

収

集

個

数

の

制

限

を

廃
止

現
行

で
は
、

一
回

の
申
し

込
み

で

五
点

ま
で
と

制
限

が
あ

り
ま
す

が
、
無

制
限

に
申
し
込

め

る
よ
う

に
な
り

ま
す

。

③

収

集

希

望

日

制

の

導

入

現
在

、
収

集
は
平

均
す

る
と
二

週

間
先

に
な

っ
て

い
ま
す

が
、
市

民

の
皆

さ

ん
が
よ
り

便
利

に
利
用

で
き
る
よ
う
に
希
望
日
制
を
導
入

し
ま
す

の
で

、
収

集
ま
で

の
期

問

が
大
幅

に
短

縮

さ
れ
ま
す

。

④

粗
大
ご
み
受
付

セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
ま
す

電
話
受
け
付
け
を
素
早
ぐ
確
実

に
行
う
た
め
、
粗
大
ご
み
専
用
の

受
付
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す

（

平
成
９
年
２
月
３
日

オ
ー
プ
ン

予
定

）
。

⑤
費
用
の
負
担
は
粗

大
ご

み

処
理

券
（
シ

ー
ル
）
の
事
前

購
入
で

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
に
電

話
申
し
込
み
を
済
ま
せ
て
か
ら
、

粗
大
ご
み
処
理
券
販
売
所
で
『
粗

大

ご
み
処
理

券
千
円

』
Ｔ
ソ
ー
ル

券
）
を
事
前
に
購
人
し
て
い
た
だ

き
、
粗
大
ご
み
一
点
に
つ
き
一
枚

を
張

っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
（
祖

大
ご
み
処
理
手
数
料
は

Ｉ
点
に
つ

き
千
円
。
消
費
税
込
み
）
。

粗
大

ご
み
を
出
す

前
に

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
家
具
・
電

化
製
品
な
ど
は
、
ま
ず
修
理
し
て
使

え
な
い
か
、
も
ら
っ
て
く
れ
る
人
は

い
な
い
か
、
ま
た
、
販
売
店
で
引
き

取
っ
て
も
ら
え
な
い
か
な
ど
、
良
く

考
え
て
か
ら
粗
大
ご
み
と
し
て
出
し

ま
し
よ
ヽ
つ
。

不
法

投
棄
の
監
視
も
強
化
し

ま
す

迷
惑
な
不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
、

定
期
的
な
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
力
に
実
施
し
ま
す
。

不
法
投
棄
者
や
不
法
投
棄
現
場
を

見
つ
け
た
場
合
に
は
、
車
の
ナ
ン
バ

ー
等
を
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
出
し
方
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
広
報
ま
つ
ど
・
チ
ラ
シ

等
で
逐
次
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

堋
清
掃
業
務
課
業
務
第
一
係

粗
大
ご
み
処
理
券
販
売
所

を
募
集
し
ま
す

詳

細
に
つ

い
て

は
、
１１
月

2
5日

号
の

広

報
ま
つ

ど
で

お

知

ら
せ
し

ま
す

。
・

粗大ごみの
処理には

家具類は 、人が大きく 壊し た

後に、破 砕機で細かく 砕きま

す(上)

粗大ごみの年間処理状況(平成7年度)

マットレ スも人手を 使って

分解し 、資源とその他に分

けます( 右)
:

平成9年4月1日か

ら有料

現行の主な粗大ごみ品目例

新たに16の品目が

粗大ごみに追加に

なります。

多くの経費と

手間が必要です

57,054個

25,354世帯

4,828円

1 個 当 た り 経 費

処 理 量

kg 当 た り 経 費

2,145 円

822,690kg

149 円

広報 1996年(平成８年)11月５日

粗大ごみの収集は各家庭を訪問して行っています



情報
催

し

物

自
宅
の
健
康
診
断
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
(
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
・
補
強
方
法
の
相
談
会
)

1
1
月
1
3
日
(
水
)
午
前
９
時
～
午
後
５

時
 
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
小
会
議
室

持
ち
物
自
宅
の
平
面
図
等
（
間
取
り

図
）
　
費
用
無
料

※
当
口
相
談
の
あ
る
人
は
、
事
前
に

電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
次
回
の

開
催
は
馬
橋
、
新
松
戸
地
区
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

圓
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

文

化

祭

矢

切
邦

楽

之

部
（
小

唄

）

演

奏

会

1
1
1
月
1
0
日
(
日
)
午
後
１
時
開
演
　
会

場
矢
切
公
民
館
ホ
ー
ル
　
費
用
人
場

無
料

問
葵
会
小
唄
一
三
味
線
矢
切
教
室
・

加
沢

昔
6
2・
3
6
5
3
番

※ タイト ルが色刷りのものは、市の主傭です。

新

松

戸

コ

ー

ル

ー
マ
ミ

ー
十

五

周

年

コ

ン

サ

ー

ト

「
ふ

る

さ
と

へ

」

1
1
月
3
0
日
(
土
)
午
後
３
時
3
0
分
～
５

時
3
0分

会
場
市
民
会
館

内
容
ホ

ー
ム
ソ
ン

グ

ー
メ
ド
レ

ー
、
富
山
に

伝
わ
る
民
謡
ほ
か
　
費
用
千
円

肘
波

多
江
昔
4
5・
4
6
1
0

番

視

覚

障

害
者

の

リ

ハ

ビ

リ
を

考

え

る
討

論
会

1
1
月
1
7
日
(
日
)
午
後
１
時
～
４
時

会
場
船
橋
市
西
部
公
民
館
講
堂
　
費

用
無
料

※
午
前
1
0時
土
止
午
の
間
、
相
談
コ

ー
ナ
ー
で
補
助
機
器
の
展
示
を
行

い
ま
す
。

圜
視
覚
障
害
者
リ
（

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
考
え

る
実
行
委
員
会

昔
3
6・
5

1
1
2
番

おはなしキャラバン

期　日|　 時　間　｜　会 場　｜ プログラム

矢

切

オ

リ

エ

ン

テ

ー

リ

ン

グ

大

会1
1
月
2
3
日
(
祝
)
午
前
８
時
、
矢
切
小

学

校

校

庭

集

合

〔
雨

天

の

場

今

は
2
4

日
(
日
)
〕
　
種
目
親
子
(
小
学
校
三
年

生

以

下

の

子

と

親

）
・
低

学

年

（
小

学

校

三

年

生

以

下

の

グ

ル

ー

プ

）

・
高

学

年

（
小

学

校

四

・
五

・

六

年

生

グ

ル

ー

プ
）
・

シ

ニ

ア
（
六

十

歳

以

上

の

グ

ル

ー

プ

）
　
・

オ

ー

プ

ン

（
前

記

以

外
）
　
定
員
七
百
人
 
費
用
一
人
三

百

円

（
軽

食

・
保

険

代

を

含

む

）

周
青

少

年

柑

談

員

・
渋

谷

公
6
4
・
0

8
3
1

番

陸

上
自

衛

隊
松

戸

駐

屯

地

・

松

戸
自

衛

隊
協

力

会

記

念

祭

1
1
月
1
0
日
(
日
)
午
前
９
時
3
0
分
～
午

後
３
時

会
場
陸
上
自
衛
隊
松
戸
駐

屯
地
（
五
香
）
　
内
容
記
念
式
典
・

市
町
旗
の
パ
レ
ー
ド
・
装
備
品
の
パ

レ
ー
ド
と
展
示

・
模
擬
店
・
子
供
の

国
・
美
術
展
ほ
か
　
費
用
入
場
無
料

圃
陸
上
自
衛
隊
松
戸
駐
屯
地
広
報
室

a
8
7・
2
1
7
1

番

松

養

祭

1
1月
９
日
出
・
1
0日
興

午
前
９

時
3
0分
～
午
後
２
時
3
0分

会
場
県

立
松
戸
養
護
学
校
（
栗
ケ
沢
七
八
四

の
一
七
）
　
内
容
小
学
部
・
中
学
部

・
高
等
部
の
企
画
に
よ
る
劇
発
表
・

ゲ
ー
ム
・
近
隣
作
業
所
合
同
の
作
品

展
示

・
即
売
会
な
ど

周
県
立
松
戸
養
護
学
校
忿
8
8・
2
1

2
8
番

※図書館利用カードをお持ちく ださい。

対象 ‥3～9歳　費用‥･無料 でんわおはなしキャラバ

ン…77ｰ0000番
瞑市立図書館  65-5115 番

野
鳥

観
察

会
（
流
山

新

川

耕

地

）

1
1
月
2
4
日
(
日
)
午
前
８
時
松
戸
駅
束

ロ

デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後
１
時
現
地

解
散
　
内
容
水
田
地
帯
の
冬
鳥
　
持

ち
物
筆
記
・
観
察
用
具
・
唇
食
な
ど

費
用
無
料

圜
(
財
)
ま
っ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

登
4
5・
9
8
4
6

番

心

の

健

康

フ

ェ

ア
9
6

．ｍ

Ｃ

Ｈ
－

Ｂ

Ａ1
1
月
1
3
日
(
木
)
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時
 
会
場
 
青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化

ホ
ー
ル
（
千

葉
市
中

央
区

）
　内
容

講

演

「
現
代

社
会

を
健

や
か

に
生

き
る

た

め
に
」
、
映
画

上
映

「
と

な
り

の
ト

ト

ロ

」
、

障
害

者

の
作

品

展
示

・
販

売

、
心

の
健

康
相

談
ほ
か
　

春
用

無

料頁
干

葉
県

衛

生
部
保

健
予

防
課
精

神

保
健
係
 
0
4
3
・
2
2
3
・
2
6
8
0
番

健

康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス

ト

１
１
月
2
1
日
(
木
)
午
後
６
時
～
８
時
3
0

分
会
場
市
民
劇
場
 
費
用
入
場
無

料頁
健

康

カ
ラ
オ

ケ
普

及
会

・
富
永

音

4
1・
3
6
2
3

番

わ

か

ば
祭

1
1
月
1
0
日
(
日
)
午
前
1
0
時
～
午
後
３

時

会

場
わ
か
ば
園

（
金
ヶ
作
並
木

前
二
七
六
の
二
五
）
　
内
容
も
ち
つ

き
・
ミ
ニ
バ
ザ
ー
・
柏
重

立
南
部
中

吹
奏
学
部
の
演
奏
・
舞
台
発
表
ほ
か

舞
松
里
福
祉
会
 
8
4
・
0
1
6
5
番

外

国

人

の

た

め

の

人

権

相

談

1
1
月
1
4
日
(
木
)
午
後
１
時
～
４
時

会
場
千
葉
県
弁
護
士
会
館
 
(
千
葉
市

中
央
区
）
　
取
扱
外
国
語
中
国
語
・

タ
ガ
ロ

グ
語

・
イ

ラ

ン
語

・
ス

ペ
イ

ン
語
・
英
語
 
内
容
在
留
資
格
∴

般
民
事

・
労
働

関
係

・
家
事

な
ど
外

国
人

の
人

権
に

関
す

る
こ
と
　

定
員

先
着
二

十

人
　

持
ち

物

パ
ス

ポ
ー
ト

・
給

与
明

細

・
事

実
経

過
を
記

載
し

た
メ
モ
な
ど
　
費
用
無
料

※

近

く

に
困

っ

て

い

る
人

が

い

た

ら

、
教
え

て

あ
げ
て

く
だ

さ

い
。

爾
電
話
で
千
葉
県
弁
護
士
会
 
0
4
3
・

一
ぷ
・
8
4
3
1

番

へ

借

地
借

家

の

無
料

相

談

1
1
月
1
3
日
水
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

糸
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

麿
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷

4
5
・
３
５
４
８
番

松

戸

川

柳

大

会

1
1
月
2
4
日
(
日
)
午
前
!
0
時
～
午
後
５

時
会
場
市
民
劇
場
内
容
二
十
一

世

紀

・

ク

ッ

シ

ョ

ン

・

味

方

・
長

寿

・
手

造
り

・
裏

・
描
く

を
課

題
に

各
二
句
 
費
用
子
五
百
円

筒
松
戸
川
柳
会
・
米
島
登
4
4
・
5
9

1
6

番

チ

ャ

リ
テ

ィ

ー

・
デ

ィ

ナ

ー
シ

1
1
月
1
1
日
(
月
)
午
後
６
時
開
演
　
会

場
プ
ラ
ザ
ペ
イ
ア
ン
柏
 
内
容
宮
川

泰
と
ト
ラ
イ
ト
ー
ン
　
費
用
一
万
八

千
円
（
食
事
・
飲
み
物
付
き
。
全
席

指
定
）

肩
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
千
葉
ユ
ー

カ
リ
事
務
局
容
０
４
７
１
・
6
3・
1

0
1
1
番

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

ダ

ン

ス

と

カ

ラ

オ

ケ

パ

ー

テ

ィ

ー

1
1
月
1
2
日
(
火
)
午
後
６
時
～
９
時
3
0

分

会
場
松
戸

サ

ニ
上

フ
ン

ド
三
階

費
用
千
円

舞
ど

ん
ぐ
り

の
会

・
古

宇
田

登
6
5・

9
6
9
7

番

（
夜

間

の
み

）

川

の

歌

コ

ン

サ

ー

ト

1
1
月
2
4
日
(
日
)
午
前
1
1
時
3
0
分
開
場

龠
珊

馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
シ

ャ
ン
ソ
ン
、
タ
ン
ゴ
の
プ
ロ
歌
手
の

コ
ン
サ
ー
ト
　
費
用
大
人
千
円
、
小

人
五
白
円

默
川
い
い
会
・
武
本

■
〇
５
７

４
番

労

災

職

業

病

な

ん

で

も

相

談

会

1
1
月
９
日
(
土
)
午
後
１
時
～
４
時

会
場

柏
公

民
館

内
容
弁

護
士

・
社

会

保
険
労

務
士

・

ケ
ー
ス

ワ

ー
カ
ー

な

ど
に
よ

る
相

談
会
　

春
用

無

料

匣
当
日
会
場
で

同
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
 
0
4
3
・
2
2
5

・
4
5
6
7

番

松

戸

ギ

タ

ー
ク

ラ

ブ

定

期

演
奏

会
!
1
月
1
6
日
(
土
)
午
後
３
時
～
５
時

会
場
市
民
劇
場

内
容
オ
リ
チ
ン
ダ

ル
・
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
ほ

か
　
費
用
無
料

犲
平
井
 
8
8・
5
3
2
8

番

県
立
現
代
産
業
科
学
館
催
し
物

圃
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
県
立
現

代
産
業
科
学
館
公
7
9
・
2
0
0
5
番
、

剛
7
9・
2
2
2
1

番
へ

無

農

薬

野

菜

フ

ォ

ー

ラ

ム

1
1
月
2
6
日
(
火
)
午
後
－
時
3
0
分
～
ｕ

時
　

会
場
常
盤
平

市

民
セ

ン
タ

ー

内

容
無

農
薬

野
菜

の
生
産

の
実
態

、

流
通

や
消
費

の
問
題

点

、
生
産
と

消

費

の
拡
大

の
た
め

に
は

な
ど
に

つ
い

て
、

生
産
者

・
消

費
者

・
流
通
関

係

者
と

の
話
し

合

い
　

器
用

無
料

1
1
月
2
1
日
(
木
)
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸
市

農
協
指

導
課

登
4
1・
5
1
5
1

番

へ

バ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ッ
ク

コ
ミ
ッ
ク
ア
ク
囗
バ
ッ
ト
シ
ョ

1
1
月
1
0
日
(
日
)
午
後
２
時
か
ら
　
会

場

寺
嶋
文
化
会
館
前
（
柏
駅
徒
歩
三

分
）
　
内
容
箱
や
筒
を
高
く
重
ね
た

上
で
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

ー
綱
渡
り
ほ

か
　
費
用
無
料

圃
剛
寺
島
文
化
会
館
 
０
４
７
１

。

6
7・
6
1
5
3

番

行事名　日 時　講　師　　定員

会場･･･パークセンタ ー　 費用 …無料（※１材料費1,500 円　 ※２ 容

器持参 ， 材料費2,000 円）

圃電話でパークセンター45－8900番へ（各先着順）

募
集
し
ま
す

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

「

ク

リ

ス

マ

ス

キ

ャ

ロ

ル

」

出

演

者

を

募

集

上
演
1
2
月
2
1
日
(
土
)
　
会
場
森
の
ホ

ー
ル
2
1
小
ホ
ー
ル
　
稽
古
1
1
月
3
0
日

(
土
)
、
1
2
月
１
日
(
日
)
・
７
日
(
土
)
・
８
日

(
日
)
・
1
4
日
(
土
)
・
1
5
日
(
日
)
・
1
9
日
(
木
)
・

2
0
日
(
金
)
　
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
1
1
月
1
7

日
(
日
)
午
後
３
時
か
ら
　
会
場
新
松
戸

幼

稚

園
　

内

容

歌

・
踊

り

・
芝

居

対
象
小
学
三
年
上
高
校
三
年
生
（
経

験
不
問

）

惠
1
1
月
1
2
日
(
火
9
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、

返

信
用

封
筒
（
ハ

ト

円

切
手

貼

付

）
と

全

身

写

真

一
枚

を
同

封

し

、

住
所

・
氏
名

・
電

話
番
ひ

・
身
長

・

学
校
名

・
学
年

・
得

意
な
分

野

（
歌

・
踊

り

な

ど
）
を

記
入

し

て

、

〒
2
7
1

松
戸
市

稔

台
六
七

七

の
六
劇
団

天
童

（
公
6
1
・
0
5
9
6

番

）

へ

平

成

９

年

度

国

立

館

山

海

員

学

校

生

徒

募

集

願

書

堂
け
付

け
１

月
1
0口

‐１

～
２

月
７
日
(
金
)
受
験
資
格
中
学
卒
業
者

（
卒

業
見

込

み

を

含
む

）

で

、
十

五

歳
以
上

十

九
歳
未

満

の
人
　

試

験
日

２
月
1
6
日
(
日
)
　
試
験
地
館
山
市
（
本

校
了

千

葉
市

・
東

京

祁

・
横
浜

市

ほ

か
　

定
員
四

十
人

※
推
薦
入
学
制
度
あ
り
〔
1
2
月
２
日

(
月
)
～
９
日
(
月
)
受
け
付
け
〕
。

鵞

国
立
館

山
海

員
学

校
教
務

課

昔
０

４

７
０

・
2
2
・
1
9
1
2

番

市役所の代表電話は             6

6-1111番

代表FAXは               63

-3200番

11/7(木)

8(金

) 13(水)

16(土)

17( 日)

21(木)

-

27(水)

午後3時～4時

午後3 時

～3 時40 分

午後1 時30 分

～3時30分

午前10時～

午後3 時30 分

………一

午後3時～4時

七 謡 ］

～3時40分

東 部 スポ ーツ

パ ーク

和 名ヶ 谷ス ポ

ー ツセンタ ー

図書 館本 館

青少年会館

※おはなしフェ

ステイバルで

開催

矢切 総 合福 祉

会館

図書館 本 館

ア ニ メ ー シ ョ ン

・ 人 形 劇

人 形 劇 ほ か

人 形 劇 ・ 講 座

ほ か

人 形 劇 一紙 芝

居 ほ か

ア ニ メ ー シ ョ ン

一人 形 劇

人 形 劇 ほ か

p'j　容　　｜　　日時　　　｜　対象／定員　費用

産 業 た ん け ん 隊

( 館 内 オ リ エ ン テ
ー

リ ン グ)

特 別 展 講 演 会

[ 私 た ち の 社 会 生 活 と 電 気

通 信 と の 関 係 に つ い て]

産 業 技 術 史 講 座

｢ 宇 宙 測 地 技 術 史｣

身 近 な サ イ エ ン ス 教 室

｢ 草 木 染 め を し よ う｣

11/9(土)

午前10時50分～正午

11/10 日

午 後1 時 ～3 時30 分

・

11/17( 日)

午 後2 時 ～3 時30 分

11/23(祝)

午 前10 時30 分 ～ 正 午

小学 生20 人

(当 日先 着)

30 人( 要 予 約)

45 人( 要予 約)

小 学 校∠1年生 ま で

20 人( 要 予約)

無料

一
保険料
120円

21世紀の森と広場パークセンター催し

物
み ど り の 講 習 会

｢ シ ン ビ ジ

ュ ー

ム と デ ン

ド ロ ビ ウ ム の 育 て 方 ｣

園 芸 教 室

｢ 冬 の 鉢 花 管 理 ｣

み ど り の 講 習 会 　 ※ １

｢ ハ イ ド ロ グ リ

ー

ン ( 水

耕 栽 培 ) の ク リ ス マ ス

と ニ
ュ ー

イ ヤ

ー

飾 り ｣

こ ど も 自 然 体 験

｢ お ち ば と あ そ ば う ｣

園 芸 教 室

｢ 庭 木 の 増 や し 方 ｣

み ど り の 講 習 会 　 ※ ２

｢ 正 月 寄 せ 植 え の 作 り

方 ｣

11/17U

午 後1 時30 分

～3時30分

11/27 冰)

午 後1 時30 分

～3 時

12/1( 日)

午後1時30分

～3 時30 分

12/4(水)

午 後 １ 時30 分

～3 時

12/8(日)

午後1時30分

～3 時30 分

松戸蘭友会会長

村椙兵武氏
__

みどりの相談員

小林鶴太郎氏

ハイドロカルチ

ャー研究家

中川宏子氏

自然解説員

川端祥子氏

首藤美恵子氏

みどりの相談員

田口峯男氏

日本盆栽協会

松戸支部会員

40 人

25 人

24 人

小1

～ 小6

20 人

25 人

24 人

チャンネル

広報 1996年(平成８年)11月５日



東

葛

飾

地

区

政

治

学

級

1
2
月
７
日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
～
４

時
会
場
明
海
大
学
（
J
R
京
葉
線
新

浦

安
駅

徒
歩

十
分

）

内
容

講

演
「
あ

な
た

の
一
票

が
政

治
を
変
え

る
」

明

海
大
学

教
授

・
人
見

康
子

氏
、「
長
屋

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ー
～
江

戸
庶

民

の

暮
ら
し
と
自
治
」
落
語
家
・
三
遊
亭

と
ん
楽

氏
　

定
員
先

着
三

百
人

（
抽

選
）
　
費
用
無
料

圃
1
1
月
2
2
日

宙

〔
必

着
〕

ま
で

に
、

往
仮
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電

話
番

号

・
政
治
学

級
と
記

入
し

て

、
〒
2
7
1
松

戸
市

小
根

本
七
東

葛
飾

支
庁

総
務

課
企
両

係
(

≪
6
1
・
2
1

7
5

番
）

へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習

会

1
1
月
1
6
日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館
対
象
十
五
歳
以
上
の
人
(
三

卜
歳
未
満
の
人
を
優
先
）
　
定
員
先

着

二

十

人
　

持

ち

物

運

動

着

・
上

履

き
　
費
用
無
料

匣

電

話

で

青

少

年

会

館

登
4
4
・
8
5

5
6

番

へ

酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・

家

族

教

室
!
1
月
1
4
日
(
木
)
・
2
8
日
(
木
)
、
午
後
２

時
～
４
時
会
場
松
戸
保
健
所
内

容
ア

ル
コ

ー
ル
依

存
症

の
人
と

そ

の

恐

れ
の

あ
る
人

、
家
族

を
対

象
に
専

門
医
師
と
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
に

よ
る
相
談
　
費
用
無
料

※
断
酒
会
等
で
酒
を
や
め
て
い
る
人

は
参

加
で
き

ま
せ

ん
。

圜
松

戸

保
健
所

予
防

課

登
6
1
・
2
1

2
1

番

健

康

懇

談

会

「

ガ
ン

に

つ

い
て

学

び

ま

し

ょ

う
」

1
1
月
1
1
日
(
月
)
午
後
７
時
～
９
時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
講
師

愛
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
『
里
見
信

子
氏
 
定
員
先
着
五
十
人
 
費
用
無

料舞
愛
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
昔
4
8・
4
8

1
7
番

児
後
援
会
 
こ
こ
ろ
を
み
つ

い
の
ち
に
触
れ
る
親
子
関

係
を
」

1
1
月
3
0
日
(
土
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
市
民
劇
場
　
講
師
玉
川
大
学
講

師

・
小

宮
路

敏
氏

定

員
三
百

ニ
ト

人
　
費
用
無
料
（
保
育
室
な
し
）

惠
1
1
月
1
2
日
(
火
)
〔
消
印
有
恕
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

返
信
用
の
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒

2
7
0
松
戸
市
常
盤
平
西
窪
町
一
二
常
盤

平
児

童
福

祉
館

（
容
8
7
・
3
3
2
0

番
）

へ

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

ダ

ン

ス

講

習

会

1
1
月
1
7
日
(
日
)
午
前
９
時
3
0
分
～
正

午

会
場
馬

橋
東

市
民

セ
ン

タ

ー

内

容
流
行

し
て

い
る
曲

に
振
り

付
け

を
し

、
高

齢
者

か
ら
子

ど
も

ま
で

楽

し

く
踊

る
　

曲

名
サ

ラ
イ
ほ

か
　

講

師
千

葉
県

創
作

レ

ク
ダ
ン

ス
の
会
代

表

・
大
木

潤
子

氏
　

持
ち
物

動
き

や

す

い
服

装

・
靴

定

員
先
着
四

卜
人

費
用
千
二
百
円
円
（
資
料
・
保
険
代
）

惠

電
話

で
松

戸
レ

ク
リ

エ

ー
シ
ョ

ン

協

会

・
伊
藤

昔
4
2・
７
ｊ
’１
９
番

へ

講
座
・
講
演

県

政

教

室

1
2
月
６
日
(
金
)
午
前
８
時
5
0
分
東
葛

飾
合
同
庁
舎
剛
集
今
　
内
容
知
事
に

よ
る
県
政
に
つ
い
て
の
講
演
、
堅

気

関
宿
城
博
物
館
・
さ
わ
や
か
ち

ば
県

民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
の
見
学
　
対
象

束
葛
飾
地
域
在
住
の
二
十
歳
以
上
の

人
定
員
五
十
人
（
抽
選
）
　
費
用

無
料
（
昼
食
付
き
）

匣
1
1
月
1
8
日
(
月
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
（

ガ
キ
に
応
募
者
全
員
の
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
束
葛

飾
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
（
容
6
5・
3

0
0
8
番
）
へ

パ

ー
ト

タ
イ

マ

ー
無

料

講

習

会

1
1月
1
5日
金
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　
対
象
パ
ー
ト
で
働
き
た
い

人
・
パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る
人
　
内

容

パ
ー
ト
で
明
る
く
働
く
た
め
に
必

要
な
心
構
え
や
税
金
・
社
会
保
険
等

の
制
度
 
定
員
先
着
七
十
人
 
費
用

無
料

※
講
習
会
終
了
後
、
働
く
人
の
悩
み

ご
と
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
。

圃
電
話
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
戸
登
4
8

・
6
1
0
0

番
へ

售
抑
二
十
一
世
紀
職
業
財
団
干

葉
事

務
所
 
0
4
3
・
2
2
５
・
2
2
9
5
番

図
書
館
市
民
講
座
「
近
代
文
学
」
館
・
民
芸
館
」
と
駒
場
公
演
　
１
１
月
1
4
日
(
木
)
・
2
2
日
(

金
)
午
前
９
時

3
0
分

～

午

後

４

時
　

コ

ー

ス

日

本

民

芸
館
～
日
本
近
代
文
学
館
～
東
京
都

近

代

文

学

博

物

館

～

駒

場

公

園

散

策

ほ

か
　

定

員

各

日

三

十

五

人

（

抽

選

）

費
用
交
通
費
・
入
場
料
等
実
費

圃
1
1
月
９
日
(
土
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
日
・
住
所
・
氏

名

・
年

齢

・

電

話

番

号

を

記

人

し

て

、

〒
2
7
1
松
戸
市
松
戸
二
〇
六
〇
市
立
図

書

館

（

昔
6
5

・
5
1
1
5

番

）

へ

※
ハ
ガ
キ
ー
枚
で
一
犬
ま
で
申
し
込

み

可

青
年
講
座
「
ス
テ
ッ
プ
1
・
2

３
パ
ソ
コ
ン
初
級
編
　
①
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
9
5
＝
1
2
月
３
日

㈹

・

４

日

米

・

５

日

米

②

エ

ク

セ

ル

＝
1
2
月
1
0
日
脚
・
1
1
日
水
・
1
2
日
(
木
)

の

各

午

後

７

時

～

８

時
3
0

分

（

全

三

回

）
　

会

場

肯

少

年

会

館

対

象

十

六
歳
以
上
の
人
（
三
十
歳
未
満
の
人

を

優

先

）
　

機

種

富

士

通

Ｆ

Ｍ

ｖ

内

容

①

初

級

の

テ

キ

ス

ト

を

使

用

し

た

簡

単

な

操

作

②

表

計

算
 

定

員

先

着

各

十

人
　

持

ち

物

筆

記

用

具

等

費
用
二
千
円

用

電

話

で

青

少

年

会

館

容
4
4

・
8
5

5
6

番

へ

図
書
館
市
民
講
座
・
文
学
講
演

「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
女
性
と

現
代
女
性

1
1
月
2
1
日
(
木
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分

会
場

女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う

ま

つ

ど
　

講

師
近
代

文
学

賞
受

賞
作

家

・
中
田
耕

治
氏
　

定

員
七
十
五

人

（
抽
選
）
　
費
用
無
料

圃

Ｈ

月
1
3日

水

〔
必
着
〕

ま
で

に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電

話
番

号
を

記

入
し

て
、

干
2
7
1
松

戸

市

松

戸

二

〇

六

〇
市

立

図

書

館

（
昔
6
5
・
５
１
１
５
番
）
へ

赤

十

字

家

庭

介

護

教

室

①
1
1
月
1
9
日
(
火
)
～
2
2
日
(
金
)
（
全
四

回

）
②
1
9一月

７
日

比
（
短
期

講
習

）
の

各

午
前
1
0
時
～

午
後

４

時

会
場

成

田

赤
十

字
病

院
　

定

員

各
先

着
ニ

ト

人

（
①

は
令

日

程

参

加

で

き
る

人
）

費
用
①
五
百
円
②
無
料

匣
ハ
ガ
キ
に
家
庭
介
護
1
1
月
1
9
日
～

2
2日
ま

た

は
1
2月
７

日

・
住
所

・
氏

名

・
生

年
月

日

・
電
話
番

号

・
勤
務

先

（
学

校
名

）
を

記
入

し
て

、
〒
2
8
6

成
田
市

飯

田
町

九
〇

の
一
成
田

赤
十

字
病

院
医

療
礼
会

事
業

部

（

登
０
４

７
６

・
2
2・
2
3
1
1

番

）

へ

社

会

福
祉

施
設

就

労

入
門

講
座

講
義
＝
1
1
月
2
0
日
(
水
)
～
2
2
日
(
金
)
の

午
前
1
0時
～
午
後
４

時
、
施
設
実
習

＝
1
1
月
2
5
日
(
月
)
・
2
6
日
(
火
)
の
午
前
９

時
～
午
後
４
時

会
場
千
葉
県
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
施
設
実
習
は
県
内

の
社
会
福
祉
施
設
）
　
対
象
社
会
福

祉
施
設
に
就
職
を
希
望
す
る
二
十
五

歳
く
ら
い
ま
で
の
人
　
定
員
先
着
三

十
人
　
費
用
無
料

圉
電
話
で
千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
0
4
3
・
2
4
8
・
1
2
9
4
番
へ

七五三(11 月15日)

赤
六
か
ん
子
の
絵
本
口
座

1
1
月
1
6
日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0分

会
場
青
少
年
会
館

講
師

児
童
文
学
評
論
家
・
赤
本
か
ん
子
氏

内
容
読
書
離
れ
の
進
ん
で
い
る
子
ど

も
た
ち
に
、
ど
ん
な
本
を
勧
め
た
ら

よ
い
か
 
定
員
先
着
百
人
費
用
無

料車
電
話
で
、
ま
た
は
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

干
2
7
0
松
戸
市
新
松
戸
南
二
の
二
(
財
)
松

戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
内
お
は

な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン
絵
本

講
座
係
（
音

4
4・
3
0
3
7

番
）
へ

家

事

家

計

講

習

会

①
1
1
月
1
4
日
(
木
)
船
橋
信
用
金
庫
高

柳
支
店
②
1
1
月
1
8
日
(
月
)
小
金
原
休
育

館
③
１
１
月
1
9
日
(
火
)
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ

う
ま
つ
ど
④
1
1
月
2
2
日
(
金
)
明
市
民
セ

ン
タ
ー
⑤
1
1
月
2
6
日
(
火
)
馬
橋
市
民
セ

ン

タ
ー
の

い
ず

れ
も
午
前
1
0
時

～
正

午

内

容
衣

・
食

・
住

・
家
計

・
子

ど
も

の
こ
と

な
ど

日
々

の
勉
強

を
通

し
た
生
活
の
発
表
　
費
用
四
百
円

※
託

児
あ
り

（
一
歳
以

上
一
．百

円
．

要

予
約

）

齊
松
戸
友
の
会
・
藤
井
6
3
・
7
6

2
2

番

ベン字年賀状書き方講習会

日　　時　　　 ｜　　会 場　 ｜ 持　ち　物 ｜　 申　し　 込　み

費用… 各500 円　定員…各20 人(先着)

結
婚
ま
で
あ
と
チ
ョ
ッ
ト
・

新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
お
二
人
へ

(
婚
前
・
新
婚
学
校
)

対
象
未
婚
あ
る
い
は
新
婚
の
男
女

（
お
一
人
で
も
参
加
歓
迎
）
　
会
場

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
　
費
用
無
料

圉
月
月
2
2日
金
ま
で
に
、
電
話
で
常

盤
平
方
面
保
健
室

登
8
4・
1
3
3
3

番
へ

・
保

健
・
衛

生

三

歳

児

健

康

診

査

対

象
平

成
５

年
７
月

生
ま

れ

の
幼

児
　
健
診
日
1
1
月
５
日
・
1
2
日
・
1
9

日

・
2
6日

の
各

火
曜

日

会
場
松

戸

保

健
所

※
該
当

者

に
は
通
知

を
送
り

ま
し

た

が
、
届

か
な

い
場

合

は
（

ガ
キ
に

左
記
要
領
で
記
入
し
、
〒
2
7
1
松
戸

市
小

根

本
七
松
戸

保

健
所

指
導

課

（

登
6
1
・
2
1
2
1

番

）

へ

ハガキ記入要領

①住所

②電話番号

③幼児氏名

④幼児生年月日

⑤保護者氏名

⑥転入年月日

ス
ポ
ー
ツ

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

冬

季

大

会

（
ダ

ブ

ル

ス

）

!
2
月
１
日
(
日
)
午
前
９
時
～
午
後
７

時
会
場
小
金
原
体
育
館
対
象
市

内
在
性
・
在
勤
。
在
学
者
　
費
用
協

会
登

録
者

一
人
千
二

百
円

、
未

登
録

者
一

人
子
五

百
円
　

種
目

男
女

と
も

各

一
部
～
四

部

圃
1
1
月
1
5
日
(
金
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

費
用

を
所
定

の
振

込
用

紙
ま

た
は
現

金
書
留
で
干
2
7
0
松
戸
市
小
金
原
九
の

二
の
一
二
磯
野
照
磨
（
登
4
1
・
7
7

3
4

番
）

へ

リ

ズ
ミ

ッ

ク

カ
ン

フ

ー
講

習

会

1
1
月
1
4
日
・
2
1
日
・
2
8
日
の
各
木

曜
日
、
午
後
７
時
3
0分
～
８
時
4
5分

（
全
三
回
）
　
会
場
八
柱
市
民

セ
ン

タ
ー
　
内
容
呼
吸
法
を
取
り
入
れ
た

健
康
体
操
　
費
用
千
円

軍
晋
日
会
場
で
、
ま
た
は
電
話
で
リ

ズ
ミ
ッ
ク
カ
ン
フ
ー
ハ
柱
ク
ラ
ブ
・

屋
代

登
6
2・
8
0
7
1

番

（
午
後
８

時
以
降
）
へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
2
月
1
5
日
～
９
年
２
月
2
3
日
の
毎

週
日
曜

日
と

祝
日

（
年
末

年

始
を
除

く
）
①

午
前
９

時
～
1
0
時
3
0分

②

午

前
1
0
時
4
5分

～
午

後
Ｏ

時
1
5分

会

場
栗
ヶ

沢
公

園
庭

球
場

対
象

市
内

在
住
・
在
勤
者
　
費
用
九
千
円
（
保

険

料
を
含

む
）

圃
1
1
月
1
5
日
高
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
（

ガ
キ
に
住

所

・
氏

名

・
電
話
番

号

・
希

望
時
間

（
第
二

希

望
ま
で

）

・
返
信

川
あ

て
名
を

記
入
し

て
、

〒

2
7
0
松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱
一
二
号
松

戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平
不
（
昔
4
8
・

6
7
8
4

番

）
へ

愛

の

献

血

1
1
月
８
日
(
金
)
午
前
1
0
時
～
１
日
時
4
5

分
と
午
後
１
時
～
４
時
会
場
J
R
北

小
金

駅
南

口

鬪
松

戸
ユ

ー
カ
リ

ラ
イ

オ

ン
ズ

ク
ラ

ブ

昔
4
2・
1
1
4
4

番

療

育

相

談

1
1月
!
4日
内
午
後
１
時
～
１
時
3
0

分
受
け
付
け
（
実
施
時
間
午
後
１
時

～
２
時
）
　
会
場
松
戸
保
健
所

対

象
乳
児
の
股
関
節
脱
臼
検
診
未
受
診

者
・
整
形
外
科
領
域
の
診
察
相
談
等

を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満
の
人

（
予

約
制
）
　
費
用
無
料

※
乳
幼
児

の
人
は
、
母
子
手
帳
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

群
松

戸
保
健
所
保
健
指
導
課

登
6
1・

2
1
2
1
番

スポーツ教室

匝]当 日会場 で

松

戸

市

合

気

道

連

盟

二

十

周

年

記

念

合

気

道

演

武

大

会

1
1
月
1
0
日
(
日
)
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
柔
道
場
　
費
用
人
場
無

料肩
松
戸
市
合
気
道
連
盟
・
内
田
容
3
8

・
4
7
2
1

番

11/13(水)

午後1時30分～3時30分

11/14(木)

午 後1 時30 分
～3

時30 分

11/19(火)

午 前10 時
～

正 午

☆
ボ ールペン ・

筆ぺん・便せ

んなど

筆記用具

電 話で 松戸い ずみペン

習 字サークル 一丸山fl
63-6315 番ﾍ

電話で馬橋ペン習字サ
ークル・吉野41-03

24 番へ

電 話で明ペン 習字サー

クル　関口昔63-2584
番へ

日　時　｜　　　　 内　 容

11/25(月

)12/2(月

)12/9(月

)

午
後
ら
時
3
0分
～
８

時
3
0分

夫婦で考えてみよう！「結婚っで

親になるってどんなこ と？」

教育心理劇研究センター・時田光人氏

もっと知ろう　 身体のこ と！「安

心し て妊娠 ・出産を迎えるために」|

国立公衆衛生院医師・林 謙 治氏

将来 のお 父さ んお母さ んへ！

ビ デオ［お父さ んへ赤ち ゃん から

の メ ソヽセ ージ］

保 健婦・「健踰な生活し てます か? 」

教室名｜　期　日　｜時間　　会場　　｜費用｜　問い合わせ

卓　球

グラウンドゴ

ルフ

※鉛筆持参

グラウンドゴ

ルフ

11/17(日)

24(日)

11/17(日)

午
前
９
時
～
正
午

松飛台第二小学校

新松戸西小学校

幸谷小学校

保 険 料

100円

無 料

体育指導委員

山方豐87-9009 番

体育指導委員

木下S45-3429 番

体育指導委員

吉村昔剛 一3323 番

広報 1996年(平成８年)11月５日



自
己
発
見

「
い
ぷ
き
の
広
場
」
で
の
体
験
が
心
の
転
機
に

休

日

は

い
つ
も

地
域

の
子

ど
も

た

ち

と

ド
ッ
ジ

ボ

ー
ル
を
楽

し

む
下

久

保

さ
ん

は
、
青

少
年

相

談
員

や
民

生

児
童

委

員
を

は
じ

め
各
種

の
地
域
活

動

や

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動

に
忙

し

い

毎
日

を
送

っ
て

い
ま

す
。

「
楽
し

み

な

が
ら

や
っ
て

い
る

ん

で

す

よ

」
と

笑

顔

で

語

り

ま

す

が
、

そ

ん
な
心

境

に
な

れ
た

の
は

、
市
内

の

い
ぶ

き
の

広
場

（
身
体

障

害
者

の

授

産
施

設
）
で
半

年

間
、

ボ

ラ
ン

テ

ィ

ア
活
動

を
し

た
こ

と

が
き

っ
か

け

で
し

た
。

勤

め
て

い
る
会
社

の
「
人

や
地
域

と
共

に

あ

っ
て
こ

そ
会

社
も

発
展

で

き
る
」
と
い
う
企
業
理
念
に
基
づ
い

て

、
ソ

ー
シ

ャ
ル
サ

ー
ビ
ス

と
呼

ば

れ

る

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
休
暇

制
度

が
始

ま

る
こ
と

を
知

り

、
平
成

２
年

に

第

。
期

生
と
し
て

応
募
し

ま
し

た
。

「
毎
年

、
五

人
程

度

が
利
用

し
て

い
ま

す

。
地
域

の
福

祉
活

動

や
海
外

青

年
協
力

隊

な
ど

、
最
長

で
二

年
間

休
暇

を
と

る
こ

と

が
で

き
ま

す
。

休

地　域　教　育　セ　ミ　ナ　一

暇
中
に
自
分
自
身
を

再
発
見
し
、
転
職
し

て
新
し

い
道
に
進
む

人
も
少
な
く
な
い
の

が
、
会
社

の
悩
み
の

よ
う
で
す
」
と
語
る
下
久
保
さ
ん
自

身
に
も
、
自
己
発
見
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

複
写
機

メ
ー
カ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
、
技
術
や
知
識
が
日

々
革
新

さ
れ
て
い
く
中
、
職
場

か
ら
離
れ
る

こ
と
に
は
不
安
が
あ
っ
た
と
言
い
ま

す
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
始
め
て
か
ら
二
ヵ
月
た
っ
た
こ
ろ

か
ら
変
化

が
現
れ
は
じ
め
ま
し

た
。

「
い
ぶ
き
の
広
場
」
で
活
動
す
る
下
久

保
さ
ん

仕
事
へ
の
焦
燥
感
が
消
え
、
あ
る
が

ま
ま

の
日
常

を
受

け
入

れ
ら

れ
る
よ

う
に

な
っ
た

の
で
す

。

当

時
、

い
ぶ
き

の
広

場

に
は
三
十

九
人

の
通
所

者
が

い
ま

し
た

。
最
初

は

「
三

十
九
人

の
障
害

者
」
と

し
か

見
え

な
か

っ
た
の

が
、
あ

る
日

、
障

害
を
持
つ
人
同
士
が
介
助
さ
れ
る
だ

け
で

な
ぐ
、
自

分

が
で

き

る
範

囲
で

お
互

い
に
支
え

合

っ
て

い
る
こ

と
に

気

が
付

い
た

の
で
す

。

「
目

に
見
え

る
障

害
だ
け

で
な
く

、

私
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ

プ
を
抱
え

て

い
ま

す
。

も
し
か

し
た

ら
、
障

害
者
を
特

別
な
弱

者
扱

い
し

て

い
た

の
か

も
し

れ

ま
せ

ん
。

私
の
心
に
も
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
り
、
そ

れ

に

気
付

か

せ

て

も

ら

っ
た

の
で

す
。
自
分

の
あ
る

が
ま

ま
を
受

け
入

れ

ら

れ

た

こ

の

六

ヵ

月

間

の

経

験

で
、
心

の
窓

を
大
き
く

広

げ
て

も
ら

っ
た
よ
う

な
気

が
し
ま

す
」
。

仕
事

の
上
で

も
効
果

は
大

き
か

っ

た
よ

う

で

す
。
「
以

前

は
、
技

術
者

と

し

て

の

プ

ラ

イ

ド

が
邪

魔

を

し

て
、
事

務
的

な
部
分

が
あ

っ
た

か
も

し

れ
ま
せ

ん

。
で
も
今

は
、
ど

ん
な

ふ
う

に
困

っ
て

い
る

の
か
、
よ

り
相

手
の
立
場

に

な
っ
て
物

事
を

考
え

ら

日　 時 ｜　 内　　　　　　　　容　　｜　講　　　　　　　　師

会場女性センターゆうまつど　定員先着30人　費用無料

刈呆育あリ（２歳以上、おやつ代100 円）

圃電話で青少年会館044 ―8556番へ

れ

る
よ
う

に
な
け
ま

し
た
」
。

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
に

つ

い
て

、
下

久

保

さ
ん

は
「
（

ン

デ
ィ

の

あ
る
人

も

一
緒

に
参

加
で

き

る
よ
う
な

地
域

に

し

た

い
。
奉

仕

な
ど

と
堅
苦

し
く

考

え

ず
に

、
で

き
る
こ

と
か
ら

始

め
て

み

る
こ
と

が
大

切
」

と
、
日

に
焼

け

た
笑

顔

を
ほ
こ

ろ

ば
せ

な

が
ら
、

今

日
を
出
掛
け
て
行
き
ま
す
。（

束
平
賀

在
住
）

384 ―5050 番

取扱時間

午前10時～午後４時

(月曜日は休館)

森のホール21　 チケットセンター

地域活動・ボランティア

活動で活躍中

下久保 俊一さん

公演日時｜　　公　　　 演　　　 名　　 会 場　 料　‾‾　金

○お気軽にご相談＜ださい　１１月の相談あんない Ｏ

市役所相
談コーナ

ー
小金支所

常磐平支
所

小金原市
民センタ

ー

交 通事故

市政･ 一般

法律相談☆

税務 相談

登 記相談

行 政相談

住 宅相 談

外国人相談

労 働 相 談

健康保険証を忘れずに

※相 談 は す べ て無 料 で す。 ☆ 印 の相 談 は予 約 をお 願 い し ま す。

次回は12
/3（火)
5(火)
8(金)
12(火)
15(金)
19(火)
22(金)
26(火)
月～金曜日

巡

回

年

金

相

談

消費生活相談

◆テレホン案内サービス

………登66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜･午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…S68-3756 番

衛生会館内･毎日午後8 時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………登65-3430 番

衛生会館内･午後８時～11時

人

｢21 世紀の地域と教育を

展望し、いまを問う｣

1 1 / 2 1

( 木 )1 2 / 5

( 木 ) 1 4 ( 土 )

1 / 1 6

( 木 )２ ／ １

( 土 ) 1 3 ( 木 )

2 0 ( 木 )

3 / 1 3

( 木 ) 2 7 ( 木 )

午
　
前
　
1
0
　時
　
～
　
正
　

午

オリ エ ン テ ーシ ョ ン

子ど も た ち の 現在

～ 子 ども の人 権 と 教育

子ど も と 家庭

～家 裁調 査官 から みたいじ め問題

若 者 事情 から 大人 と社 会を みる

学校 と 地域 の 軽 や かな 交 流

～ 習志 野 の 実 践

地 域 で 生き る

国 や 企業 と 地 域 ・教育

松戸 の 地域 施 設 レ ポ ート

まと め

教 育評 論 家

尾 木 直 樹 氏

家 庭裁 判 所 首席 調 査 官

屋 久　 孝 夫 氏

練馬区総合 教育センタ ー・教育

相談 員　 山 口　 千 鶴 子 氏

習志野 市｢ 秋 津コミ ュニ ティ｣・

会 長　　 岸　 裕 司 氏

烏 山 児 童 館

澤畑　 勉 氏

千 葉 大 学 教授

三輪　 定 宣 氏

受　 講　 生

チケットガイド

11/9(土)

午後6時30分17( 日)

午 後2 時

23(祝)

午 後2 時

12/21(日)

午後2時

午後6時30分1/12(日)

午 後4 時

2/9 日

午後2時

1(祝)

午後3時

大西順 子 ６　ジ ャズ・コンサ ート

出演 ：大西順子 、多 田誠司 、川島哲 郎

岡崎好郎 、荒 巻茂生 、原　 大力

松戸市民 コンサート

フ ォーレ｢ レ ク イエ ム｣ 演奏会

出演：大沼美恵子(S)、砂田直規(Br)

大島義彰指揮ニューフィル千葉

長澤真 澄 ハープ ・オデッセイ

ハープ 独奏によるドビュ ッシーほか

χｌｍａｓフ ァミ リーコン サート

音麥 物語｢ スノーマン｣

(幼児児も座席が必要な場合は有料)

オマール ・バレ ンテ＆

オルケ スダ デ･タン ゴ･ アルゼン チーノ

公共ホールネットワーク舜業

[森のホール21音楽祭]豊嶋泰嗣ほか出演

モーツァルト/ 協奏交 響曲K.364 ほか

｢さぶ｣( 山本周五郎原 作)

大ホール◇

大ホール

一
小ホール

◇

大小づﾚ

一

大ホール

大ホール

◇

小ホール

全指定席4,000 円

指定席2,500 円

自由席2,000円

全指定席2,800 円

学 生1,500 円
当 日3,000 円

S　4,000 円

A　3,000 円

5歳以上有料

S　5,000 円

A 4,000 円

_B 3,000円

全指定席3,800 円

学生1,500 円

S　4,500 円

A　3,500 円

B 2,500 円

学生2,000 円

◇印は有料託児サービスがあります。詳細はホールにお尋ねください。

救急医療体制 相談名　　　期　　日　　　　 時　　間　　　 会　場

月 ～ 金曜 日

毎週火･木､第2･4 月曜日

第 ２金 曜 日

第 ３金曜 日

第 ２・ 第 ４ 月曜 日

毎 週水 曜 日

第 ２・第 ４火 曜 日

第 ３月曜 日

午前9時～午後5時

午前8時30分～午後5時

午後1時～５時

午後1時～５時

午後１時～４時30分 ・

‾午後1時～3時

‾午前10時～午後4

時午前9時～正午‾午後1時～5時

市民相談室

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー

市

民

相

談

室

淤
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

商工観光

課労政係※顫 動相談は東葛飾支庁商工労政課(≪61  -4089 番)でも行っています。

午前10時～午後3時

午前９時～午後4時

常盤平 支所

小 金支 所

小金 原支所

馬 橋支 所

六 実支 所

新松戸 支所

矢 切支 所
一
東 部支 所　ｉ

国

民

年

金

課

適

用

係

糸
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課

消費生活センター

065  - 6565番

相談名　　　期　　日　　　　時　　間　　　 会　場

千
葉
地
方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

社
会
福
祉
協
議
会

昔
6
8・
0
5
0
3
番

午前10時～午後3 時

第1～第４金曜日

5(火)

6(水）

7(木)

人権相談

人 権相談は千葉地方法務局松戸支局(豊囲 ― 6278番)でも行っています。

市役所相談ｺｰﾅｰ

馬 橋 支 所

六 実 支 所

小 金 支 所

常 盤 平 支 所

新松戸市民ｾﾝﾀｰ

小金原市民ｾﾝﾀｰ

午 前10時~ 午後3 時

午前10時~午後4 時 Ｉ

午後1 時~7 時　 ｌ

午前10時~午後4 時

午後1時30分‾4時30分|

午前9 時~正午

第1～第４金曜日

１１(月)

5(火)

5(火)

6(水)･20(水)

6(水)･20(水)

7(木)･21(木

)第１～第３月曜日

第４月曜日

火･金曜日
一

毎月第２火曜日

月～金曜日

月～ 金曜日

心

配

ご

と

相

談

ゆ う ま つ ど

こころの 相 談

女 性就業 相談

女 性 パ ー ト

労 働 相 談

就 学 相 談 ☆

教 育 相 談 ☆

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

女性セン ター

(相談室直通)

≫63  ― 0505番

女性センタ ー

昔64－8778番

教育 研 究 所

S66  - 7461番

北松戸保育所

067-4646番

広報 1996年(平成８年)11月５日
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